
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 暑さ寒さも彼岸までとはよく言ったもので、秋分の日を境にす

っかり秋らしい気候となりました。 

 山田小学校でも、子ども達は学習に運動にと充実した日々を送っています。 

 ９月末から１０月にかけて、自分の体力について知る「新

体力テスト」が行われました。走力（５０ｍ走）や跳躍力

（立ち幅跳び）、投力（ソフトボール投げ）、持久力（20ｍシ

ャトルラン）、柔軟性（長座体前屈）、敏捷性（反復横跳び）、

握力の全部で７つの運動能力を計測します。それぞれの結果

に対して得点が決まっており、総得点で運動能力のランクが

決定します。5 年生及び 6 年生については、Ａ判定となると

県より運動能力証が交付されます。この新体力テストは平成

１１年度（１９９９年度）から導入されており、それ以前に

小中学生だった皆さんは、連続逆上がりや踏み台昇降、背筋

といった項目があったことを覚えているのではないでしょう

か。子ども達の体力低下が叫ばれていますが、本校も例外で

はなく、この結果を受けて体育の授業等における活動の仕方

を改善していきます。 

 

 

５年生は９月３０日(火)・１０月１日(水)に水郷小見

川青少年自然の家に宿泊学習に行ってきました。宿泊

学習の大きなテーマは「自分で課題を見つけ、自ら学

び、自ら考え、判断し行動する」ことです。まさに本

校が今年度掲げている“自立する子”の育成に直結す

る学習です。児童一人一人が自分に任された係活動や

役割をしっかり果たすとともに、泊を伴う学習でこそ

味わえる楽しさを十分に感じながら、２日間を過ごす

ことができました。また、初めて体験することも多

く、ドキドキしながら様々な経験を積むことができた

ことは、子ども達を一回り大きく成長させる行事とな

りました。この学習を通して得た力を更に高め、卒業

式に向けて在校生最上級学年として６年生からしっか

りバトンを受け継ぐ存在になってほしいと思います。 

山田小 
学校だより 
令和７年 
１０月号 
＊本校の HP にも掲載しています。https://www.katori-edu.jp/yamada-e/ 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

  

 ９月１７日(水)６年生はキャ
リア教育の一環として、１９の
事業所に分かれ仕事体験をし
ました。実際に働くことを通し
て、その意義や将来に向けた
職業観などを考える活動とな
りました。 

 ９月２６日（金）講師を招
いて特別支援教育推進の
ための研究会を行いまし
た。子ども達の落ち着いた
学習態度に講師の先生か
らもお褒めの言葉をいた
だきました。 

９月１８日（木）突然の停
電。保護者の皆様には、ご心
配をおかけいたしました。ま
た、引き渡しへのご協力あり
がとうございました。電気の
ない状況を楽しむ子ども達
の姿に頼もしさを感じまし
た。 

 １０月８日（水）音楽部が郡市
音楽会に参加してきました。
堂々とした姿で美しい音色を
会場いっぱいに響き渡らせる
ことができました。練習の成
果が十分に発揮できたステー
ジでした。 

１０月７日（火）３年生が社
会科の学習の一環として、
芳源マッシュルーム工場に
見学に行きました。実際にマ
ッシュルームの収穫体験を
させていただき、お土産で
持ち帰りました。 

 １０月３日（金）西部防災セ
ンターから岸本所長が来校
し、４年生で防災教室を開
いてくださいました。クイズ
で防災について学んだり、
牛乳パックで非常時に使え
る笛の作り方を教えていた
だいたりしました。 

  

 

 ９月２５日（木）４年生は総合的な学習の時間で、地域の方を講師

に招いて「名人さんに学ぼう」という学習を行いました。地域から

７名の名人さんを招待し、貴重なお話を聞かせていただいたり、一

緒に体験をさせていただいたりしました。子ども達が地域を誇り

に思える学習となりました。ありがとうございました。 


